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グラフ凡例

1 　学校は、｢進んで学ぶ子｣を育てるために、工夫や改善に取り組んでいる。

児童 設問　あなたは、粘り強く学習に取り組んでいますか。

保護者 設問　お子さんは、家庭学習（宿題など）に進んで取り組んでいますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

教職員

                                                     　    

2 　児童は、学校行事や特別活動に積極的に参加している。

児童 設問　あなたは、運動会やにこにこタイムなどの学校行事に進んで参加していますか。

保護者 設問　お子さんは、運動会などの学校行事に進んで参加していますか。

実施日:12/13　回答数:281人　実施日,回答数以下同じ

実施日:12/13　回答数:194人　実施日,回答数以下同じ

設問　　｢進んで学ぶ子｣を育てるための取り組みを､学年や学級経営の中で工夫して
行っている｡

実施日:12/12　回答数:23人　実施日,回答数以下同じ

　児童については肯定的な回答がおよそ９割を占め、児童が進んで学習に取り組む姿勢が少し
ずつ定着していることがうかがえます。対して保護者については肯定的な回答が８割を切って
おり、児童の学習の様子や学校での学習の取組をこれまで以上に積極的に発信していく必要を
感じています。また、教職員については全教職員が肯定的な回答をしており、校内研究等を通
して、教職員一人ひとりが児童の主体性を育む授業づくり、授業改善に取り組んでいること
が、学級・学年経営の充実につながってきていると感じています。私たちはこの意識を保ちつ
つ、児童の生きる力の育成に努めます。

　本校では、学校行事や児童会活動を通してさらなる教育活動の推進に向けて特別活動を中心
に魅力ある学校づくりを目指しています。また、特別活動を通して児童の主体性・社会性・協
調性などを育んでいます。そのために特別活動の意義やめあてを明らかにし、グランドデザイ
ンで掲げている育てたい資質・能力を身に付けられるよう取り組んでいます。

  ９割以上の児童、保護者が「そう思う」「ややそう思う」と回答しています。このことによ
り、児童自らがめあてをもち、学校行事に意欲的に取り組んでいる様子が分かります。また、
それぞれの行事で「何を学んだのか」という振り返りの時間を大切にし、行事を通して身に付
いたことを明らかにするとともに、今後の教育活動に生かしていくよう努めます。

　本校では、｢課題や問題に粘り強く取り組むこと」「自分なりの考えをもつこと」｢友だちと
ともに学ぶこと｣を学習指導の重点とし、「言葉を使って、自分の気持ちや考えを伝え、理解し
合う力」「対話を通して、いろいろな見方で考える力」「自分に合った目標をもち、それに向
けて努力することができる力」の育成を図っています。また、校内研究では、児童同士が互い
を認め合い、よさを感じながら学びをつくる授業づくりに努め、研究を進めています。読書活
動や学習支援者等の活用を図りながら、指導の工夫･改善に努めることで、児童一人ひとりの学
力向上につなげようとしています。
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3

児童 設問　あなたは、友だちに対して思いやりの心をもって行動していますか。

保護者 設問　お子さんは、思いやりの心をもって生活していますか。

教職員

4

児童 設問　あなたは、学校が楽しいですか。

　「そう思う」「ややそう思う」と回答した児童、保護者が９割を超えています。友だちに対
して思いやりの心をもって行動することを大切に思い、それを実行していることがうかがえま
す。また、すべての教職員が肯定的な回答をしています。これからも児童一人ひとりの理解に
努め、自分や友だちのよさや違いを認め合える子の育成に向けて、教職員で協力していきま
す。

　学校は、｢すなおで思いやりのある子｣を育てる指導を積極的に行っている。

　本校では、思いやりのある児童を育てるために、学年会議や児童指導委員会、職員会議だけ
でなく日常的に児童の情報を共有しながら、児童一人ひとりの理解に努めています。また、児
童が互いに認め合い、協力し合える学級づくりをめざし、朝会や集会等で全校児童に呼びかけ
るとともに、教職員が児童のよさを認め、温かい言葉かけをするように努めています。

設問　学校は、「自分や友だちのよさや違いを認め合える子」を育てる指導を積極的に行っている。

　児童は、友人や先生との学校生活に満足している。

　9割を超える児童が「楽しい」と回答しており、友達や先生との学校生活に満足していると思
われます。しかし、「楽しくない」と回答した児童も1割弱おり、不安や悩みを抱えていること
が推測されます。今後も、一人ひとりの児童を大切にしながら支援体制や職員の協力体制をさ
らに充実させ、すべての児童が満足して過ごすことのできる学校を目指していきます。

　本校では、児童の学校内での生活や友達関係について注意深く見守り、児童理解に努めてい
ます。学級活動を中心に、クラスの状況や児童一人ひとりの理解を深め、児童指導や学級経営
を行っています。また、｢にこにこタイム｣という縦割りグループで楽しく遊ぶ活動は、他者へ
の理解を深めたり互いに助け合ったりする機会となっています。今年度は、代表委員会で話し
合い、ペア学年で交流給食も行いました。児童の思いを大切にしながら様々な活動を行い、学
校生活の充実を図っています。
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保護者

教職員 設問　学校は、いじめの早期発見・再発防止のための取組を行っている。

6

児童 設問　あなたは、業間や昼休みに外で遊んだり運動したりしましたか。

保護者 設問　お子さんは、いろいろなことに最後までがんばっていますか。

教職員

　保護者については肯定的な回答が９割を占めているのに対し、児童については８割を切る結
果となっています。学校の休み時間等の過ごし方については基本的に自由ではありますが、児
童の思いを尊重しながらも外遊びや定期的に体を動かすことを促していきたいと考えていま
す。また、運動会等の学校行事を中心に、児童のがんばりが保護者の方に伝わっていることを
感じます。各教科等の学習や各種行事での取組をこれまでと同様に大切にし、何事にもねばり
強く取り組む児童の育成に努めたいと考えています。

　学校は、いじめの早期発見･再発防止のための取組を行っている。

　学校は、｢たくましくねばり強い子｣を育てる指導に積極的に取り組んでいる。

　本校では｢たくましくねばり強い子｣を学校教育目標に掲げ、心身ともに健康な児童の育成に
努めています。各種健康診断や身体計測によって健康を管理し、養護教諭の毎月発行する｢保健
だより｣や担任による毎朝の健康観察などによって、健康に関する情報を提供したり啓発に努め
ています。また、体力テストの実施や持久走記録会に向けての休み時間を使った練習のほか、
委員会が呼び掛けて行う外遊び等も通して、体を動かすことに親しむとともに体力の向上にも
努めています。スクールカウンセラーとも連携して、心身ともに健康で何事にもねばり強い児
童の育成に取り組んでいます。

設問　学校は、児童指導や道徳の時間、スクールアンケートなどを通して、いじめの
早期発見･再発防止に努めていますか。

設問  学校は、「たくましくねばり強い子」を育てる指導を積極的に行っている。

　本校では、全校児童の一人ひとりに全職員が関わり、児童の様々な問題･課題に対処･対応で
きるよう日常的な観察を心がけ、小さな変化も見逃さずに声をかけるようにしています。毎月
実施しているスクールアンケートは、学級担任だけでなく学年、児童指導担当、教育相談コー
ディネーター、養護教諭、管理職も情報を共有し、いじめの早期発見に努めています。また、
毎月の児童指導委員会や職員会議では、児童の状況や対応の方針を共有したり、望ましい生活
習慣や行動規範について共通理解を図ったりしています。いじめについては、直ちにいじめ対
策等検討委員会を開き、早期解決、再発防止に向けての方策を策定し、組織的に対処･対応する
校内支援体制を確立しています。教職員は道徳や学級活動の授業を通して、児童自身の｢いじめ
をしない･ゆるさない｣という気持ちを育むようにしています。

　7割を超える保護者が肯定的な回答をしていますが、否定的な回答、「わからない」という回
答が3割弱ありました。引き続きスクールアンケートや道徳教育等を通したいじめへの予防的取
組、いじめの早期発見や発生時の対応、再発防止に、教職員が一つになって取り組んでいきま
す。また、今後も学校だより等で学校の取組についてお知らせしていきます。
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教職員 設問　学校は、児童の安全のための指導に取り組んでいる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教職員 設問　学校は、児童の安全のための施設点検・整備に取り組んでいる。　　　　　

8

教職員 設問　学校は、個々の児童に応じた支援の工夫をしている。

　学校は、児童の安全のための指導や施設の点検・整備に取り組んでいる。

　本校では、年３回の避難訓練を始めとした各種の訓練･指導により、｢自分の命は自分で守る｣
ことを基本とした安全教育･指導を行っています。また、ＰＴＡ校外指導委員会や寺尾南パト
ロール隊等の保護者･地域と連携して登下校や通学路の安全を確保できるようにしています。ま
た、校内の施設・設備については毎月定期的に点検し、不備があればすぐに対処しています。

　教職員は高い意識をもって取り組んでいることがうかがえます。日時を知らせずに実施する
避難訓練や交通安全教室などの「命を守る」学習に力を入れて指導をしてきました。また、月
に１回、校舎内外に危険個所はないかを全職員で点検しています。これからも児童への安全指
導の充実と環境整備に、しっかりと取り組んでいきます。

　学校は、児童に応じた支援の工夫をしている。

　本校では、教職員が児童一人ひとりに目を向け気を配ることで、児童の気持ちの状態や学習
に対する困り感などを把握し、それに応じた指導を心掛けています。児童指導・支援グループ
を中心に、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、学習支援者、サポートルー
ムアシスタントとの連携を図り、情報を共有したりケース会議を開いたりするなどして、全職
員で支援の方法や手立てを考えています。

　個々の児童に応じた支援の工夫をすることについて、教職員は高い意識をもって取り組んで
います。これからも、児童指導・支援グループを中心に職員で情報を共有し、必要に応じて
様々な方と連携を図りながら、児童の実態や課題を把握し、個に応じた支援体制の充実に努め
ていきます。
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9 　校長を中心とした運営組織になっている。

教職員 設問　学校は、校長を中心としてグランドデザインに則った運営組織となっている。

10

教職員 設問　学校は、校内研究の取組に力を入れている。

教職員 設問　教職員は、職務に必要な知識や技能を身に付けようとしている。

　本校では、校長の学校経営方針を受けて、所掌内容ごとに設けた４グループで総括教諭を中
心に教育活動を企画･運営しています。グループの企画は校長、教頭、総括教諭から成る企画会
議で検討し、必要に応じてグループで修正した後、職員会議にかけられ決定･周知されます。ま
た、学期ごとにカリキュラム・マネジメント会議や学年代表者会議を行い、校長の意思を職員
へ伝える縦の流れと、各グループ間の横の連携を図りながら、よりよい学校運営を心がけてい
ます。

　グループ会議、企画会議、カリキュラム・マネジメント会議、学年代表者会議を定期的に行
い、円滑な学校運営に努めました。各グループが担当する行事や取組を計画する際には児童に
身に付けさせたい資質・能力を意識し、全職員が共通理解のもと実施できるよう協議していま
す。また、カリキュラム・マネジメント会議では、学期ごとの反省をもとに学校教育目標の具
現化や取組の改善を図っています。今後も、教職員一人ひとりが責任と自覚をもち、児童のた
めに学校運営を行っていきます。

　学校は、教職員の力量を高めるための取組に力を入れている。

　本校では、｢主体的に向き合い、ともに学ぶ子｣をテーマに全教職員で校内研究に取り組み、
授業改善に努めています。また、日頃から互いの授業を参観したり、外部講師による研修会を
開いたりするなどして、職員が自己研修･研鑽に努めるようにしています。

　学習指導要領の内容や児童の実態をしっかりと把握し、それらに基づく指導の在り方につい
ても研究を通して研修してきました。今年度も、横浜国立大学池田敏和教授をお招きし、算数
科の授業力向上を中心に児童が学ぶことについて理解を深めました。算数科はもちろん、他教
科にも学んだことを生かして授業改善ができるよう、今後も学習指導の充実を図る研修を計画
的に実施していきます。

学校の取組

今後に向けて
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保護者

教職員 設問　学校は、児童の実態を把握し、よりよい児童の成長のために工夫をしている。

12

保護者

教職員 設問　学校は、保護者などに適切な情報を提供し連携を図る取組をしている。

　学校は、児童の実態を把握し、よりよい児童の成長のための工夫をしている。

　設問８に対する対応と同様、教職員が一つになり、学校生活の中で一人ひとりを大切にした
指導に努めていきます。また学校や教職員の指導をご理解していただけるように、学校だより
や学年だより、懇談会等で取組を発信するよう引き続き心がけていきます。

設問　学校は、子ども達の日常の様子に気を配り、よい点を認め伸ばす努力をしていますか。

  ９割以上の保護者が「そう思う・ややそう思う」と回答しており、これは昨年度より上回る結
果となっています。学校だよりや学年だより等の各種おたより、授業参観や個別面談を通じて
学校での児童の様子を知っていただけるよう努めてきた成果かと思います。また、昨年に引き
続いて「分からない」と回答している家庭も少数ながらあり言葉の問題や家庭の事情に十分に
対応できていないこと等も一因として考えられます。多様性社会となった時代に対応できるよ
うによりさらに多くの対応策で取り組んでいきます。

　本校では、学校･学年だより等を通して、学校の教育方針や教育活動、児童の活動の様子等を
保護者や地域の方々に伝えています。また、読み聞かせボランティアやフラワーボランティア
をはじめ、生活科や総合的な学習の時間などの学習では地域の方々にも協力していただきなが
ら地域がパートナーとして地域全体で育てる教育を行っています。学校運営協議会では、校内
の職員や委員の方々のご意見をもとに「図書整理ボランティア」や「トイレ清掃ボランティ
ア」などを募り、「学校を核とした地域づくり」を目指してさらに連携を深められるよう取り
組んでいます。

　本校では、児童の様子に目を向けて全教職員が児童一人ひとりを見守り、状況把握に努めて
います。月に１回のスクールアンケートを丁寧に見取り、児童の思いを大切にしながら指導に
生かしています。また、よりよい児童の成長のために、日々の学習や生活、行事に向けての取
組を大切にしています。児童指導委員会や職員会議、学年会で、児童の様子や状況、学校での
対応についての情報を共有し、保護者と連携しながらチームとして児童の指導に取り組んでい
ます。

　学校は、保護者などに適切な情報を提供し、連携を図る取組を行っている。

設問　授業参観や懇談会、学校だよりや学年だよりなどで、お子さんの学校での学習
や活動の様子について知ることができましたか。

学校の取組

学校の取組

今後に向けて

今後に向けて
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6%

52% 39% 6%
2%

1%

6


